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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢一人の犠牲者も出すな！｣と取り組まれた

防災関連の３行事(1,6,8 頁)。中でも学校と

地域団体が消防署などの協力を得て実施した

南市岡の｢防災体験学習｣の多彩なメニューは

見応え充分。官の蓄積と民の英知、官の誠実

と民の自在―対照的な要素が噛み合い、溶け

合う時、防災に限らず素晴らしい成果を望め

ることが予感されました。公務員叩きと民営

化で財界受けしてる市長はん、聞いてます？ 

★｢若い力を世のために！｣と催された｢港区

成人の日 記念のつどい｣(17,19 頁)。映画『大

学は出たけれど』(1929 年小津安二郎、1955

年野村芳太郎)を思わせる荒海への船出にも

かかわらず、その明るさにこちらも元気をも

らいました。特にぶっつけで試みた新成人へ

の個別インタビューは、困難な世でも個性や

得意分野を生かして社会に貢献したいとの純

粋な思いが伝わり、心洗われました。 

★人気シリーズ｢みなと人生劇場｣が新たな装

いで再登場(30頁)。今度は地元在住作家の協

力を得、虚実織り交ぜてドラマチックに展開

します。フィクション混じりとはいえ、むし

ろその方が人生の底に流れる真実を効果的に

伝えられると思っています。題材は港区絡み

なら戦争･仕事･夫婦･親子･友情･恋愛と何で

も歓迎。ネタ提供ご希望の読者はご一報を。 
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